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公害防止計画書
1． 騒音防止計画

イ　敷地境界における騒音基準については、騒音規制法及び県民の生活環境の保全等に関する条例に基づき下表のとおりとする。

	時間の区分
	基準値

	昼間
	午前８時～午後７時
	　　dB

	朝

夕
	午前６時～午前８時

午後７時～午後10時
	　　dB

	夜間
	午後10時～翌日午前６時
	　　dB


ロ　場内の騒音発生施設については、作業環境の改善を含めその減音に努める。
ハ　物の落下、荷物の搬入搬出作業中に発生する騒音については十分に留意し、抑制に努める。

ニ　拡声装置は、夜間においては緊急時以外の使用を制限し、静穏の保持に努める。

2． 振動防止計画

イ　敷地境界における振動規準については、振動規制法及び県民の生活環境の保全等に関する条例に基づき下表のとおりとする。
	時間の区分
	基準値

	昼間
	午前７時～午後８時
	　　dB

	夜間
	午後８時～翌日午前７時
	　　dB


ロ　物の落下、荷物の搬入搬出作業中に発生する振動については十分に留意し、抑制に努める。

3． 水質汚濁防止計画

工場排水の水質基準については、水質汚濁防止法、浄化槽法、及び県民の生活環境の保全等に関する条例に基づき自主管理基準を下表のとおりとする。

	項　　　目
	許　容　限　度

	ｐＨ（水素イオン濃度）
	. 　～　 . 

	ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
	ｍｇ／ｌ

	ＣＯＤ（化学的酸素要求量）
	ｍｇ／ｌ

	ＳＳ（浮遊物質量）
	ｍｇ／ｌ

	ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質含有量（油脂類含有量）
	ｍｇ／ｌ

	全窒素
	ｍｇ／ｌ

	全りん
	ｍｇ／ｌ


4． 大気汚染防止計画

ばいじん及び窒素酸化物の排出基準については、大気汚染防止法、及び県民の生活環境の保全等に関する条例に基づき自主管理基準を下表のとおりとする。

	項　　　目
	許　容　限　度

	
	乾燥炉
	ボイラー

	ばいじん排出濃度　　
	．　ｇ／Ｎｍ３
	．　ｇ／Ｎｍ３

	窒素酸化物の排出濃度
	ｐｐｍ
	ｐｐｍ


5． 悪臭防止計画

工場内の臭気発生施設には脱臭装置を設置し、適切に維持管理することで敷地境界において悪臭と感じられることの無いよう臭気の抑制に努める。

6． 測定監視

公害防止計画の実施状況を把握するため、下表に基づき測定を実施し、測定結果を　○ヶ月ごと（　月・　月）に市へ報告する。
	項　　目
	期　　間

	１　敷地境界における工場騒音測定
	ヶ月ごと（　月・　月）

騒音測定地点は別紙のとおり

	２　水質測定
	ｐＨ
	毎年　回以上

（外部分析機関に委託）

	
	ＢＯＤ
	

	
	ＣＯＤ
	

	
	ＳＳ
	

	
	ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物
	

	
	全窒素
	

	
	全りん
	

	３　大気測定
	ばいじん濃度
	年　回（毎年　月）

（外部分析機関に委託）

	
	窒素酸化物濃度
	


※振動及び悪臭の監視については、毎月実施する巡回監視のなかで、担当者が異常の有無を確認し、記録する。
7． 計画書の効力

本計画書は、公害防止協定の発効と同じく令和   年   月   日から効力を発する。
令和　　年　　月　　日

株式会社○○△△
代表取締役　○○　○○

